
桃教スポーツアカデミー 

令和４年度 総会 

令和４年５月２５日（水） 19:00 

桃山学院教育大学 

大会議室 



次 第

１、あいさつ 

  桃教スポーツアカデミー 副会長 柴 高志（晴美台校区連合自治会長） 

  堺市スポーツ推進課 課長補佐 布施 直也 

２，出席者の紹介 

３、議案 

第１号議案 令和３年度 事業報告について 

第２号議案 令和３年度 決算について 

第３号議案 規約の改正について 

第４号議案 役員選出について 

第５号議案 令和４年度 事業計画について 

第６号議案 令和４年度 予算について 

４、その他 

・各顧問等より

・理事長より

５、閉会 ※ 閉会後記念撮影

＜参考資料＞ ・実施後アンケート結果 ・入会者の推移 

・スポーツ教室の入会者案内 ・諸規定

・マスタープラン ・ニュースレター



第１号議案 令和３年度事業報告について 



NO 事業名 実施日 場所 対象者 回数 会員 総数 事業内容等

①
スポーツキッズ・プロ

グラム（桃教大）
土曜PM 大学 園児、小学生 15 23 240

②
スポーツキッズ・プロ
グラム（福泉中央小）

土曜AM
福泉中央

小
園児、小学生 15 31 352

③
キッズ・ダンス教室

（桃教大）
土曜PM 大学 小学生 14 6 64

④
キッズ・ダンス教室

（福泉中央小）
金曜PM

福泉中央
小

小学生 15 19 226

⑤ キッズ・テニス教室 土曜AM 大学 小学生 15 10 112
楽しく遊びの要素を含んだゲーム
感覚のあるメニューで練習

① テニスクラブ
通年（土、
日、祝）

大学
終日

テニスクラブ
会員

38 102 1,245
定期的な活動
６月、11月秋季テニス大会

① スポーツ教室体験会
2021.7.17
       7.24
       7.31

大学
福泉中央

小
年中～小6 3 - 106

スポーツキッズ、キッズダンスの
体験会

② 　女子硬式野球 2021.12.12
大学

午前中

関西ボーイズ
リーグ加盟の
女子硬式野

球選手

1 - 45
オリックスのコーチと女子野球部
による講習会

③
女子バスケットボー

ル講習会
2021.12.19

大学
午前中

高校の女子
バスケット
ボール部

1 - 80
女子バスケットボール部による講
習会

④
女子バレーボール講

習会
2022.3.26

大学
午前中

近隣中学校
の女子バレー

部
1 - 57

女子バスケットボール部による講
習会

① 部活動支援 2021.3～ 要請による 地元中学校 - - 8
軟式野球、陸上、バレーボール、
バケットボール、軟式テニス

令和３年度 事業報告

２． クラブ

３． 体験会、講習会

４． 部活動支援

リズム体操、運動遊び、忍者サー
キット、シーズンに応じたさまざま
なスポーツ

ヒップホップ系のダンス教室
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① 自然遊び 2021.11.20 大学近郊 会員親子 1 陶器山散策

② クリスマス会 2021.12.18
福泉中央

小
会員親子 1

ダンス発表、ドッジビー、大縄跳び
大会、ビンゴ大会

③ 正月遊び 2022.1.8
大学

福泉中央
小

会員親子 2
コマ回し、竹馬、凧あげ、羽子板
等

約70名

約40名

５． 交流スポーツ行事

約30名
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第２号議案 令和３年度決算について 



桃教スポーツアカデミー 単位： 円

科   目

 【 売  上  高 】

 参 加 料 1,527,000

 協 賛 金 100,000

 そ の 他 収 入 0

 助 成 額 1,803,000

 売 上 総 利 益 3,430,000

 【 販売費及び一般管理費 】 3,424,665

 人件費 928,350

 雑役務費 289,591

 旅費交通費 1,160

 印刷製本費 84,799

 備品費 25,767

 貸借料 1,000,000

 謝礼金 508,895

ｽﾎﾟｰﾂ用具費 402,254

 研修費 5,170

 消耗品費 9,526

 支払保険料 74,113

コロナ対策費 95,040

 営  業  利  益 5,335

  （ 営業外損益の部 ）

 【 営 業 外 収 益 】

 受  取  利  息 19 19

 経  常  利  益 5,354

 【 特別損益の部 】

 当 期 利 益 5,354

損 益 計 算 書

自 2021/04/01   至 2022/03/31

金   額



桃教スポーツアカデミー 単位： 円

科   目 科   目

【 流 動 資 産 】 【 1,137,936 】 【 流 動 負 債 】 【 1,068,500 】

現 金 201,000 未  払  金 1,068,500

普 通 預 金 828,699 前  受  金 0

負 債 の 部 合 計 1,068,500

前  払  金 74,330

未  収  金 33,907

【 剰  余  金 】 【 69,436 】

当期未処分利益

（うち当期利益） （ 5,354 ）

資 本 の 部 合 計

資 産 の 部 合 計 1,137,936 負債・資本の部合計 1,137,936

資  本  の  部

貸 借 対 照 表

2022/03/31 現在

資  産  の  部 負  債  の  部

金   額 金   額





 

 

 

 

第３号議案 規約の改正について 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   規約の改正について 

＜改正理由＞・ スポーツ庁が進めている学校部活動の改革において、総合

型地域スポーツクラブがその担い手の一つとして期待され

ている。 

・ 外部指導者の派遣、中学校、高校の運動部を招いたスポー

ツ講習会をすでに実施している。

 現 行 

（活動の種類） 

 第４条 アカデミーは、その目的を達成するため、次に掲げる種類の

活動を行う。 

（1）子どもの健全な成長を支援する活動

（2）中高年者の健康寿命の延伸に関する活動

（3）地域住民や親子の交流を深める機会を提供する活動

（4）スポーツ指導者を育成する活動

(5) スポーツ医科学に関する情報を提供する活動

 改正案 

（活動の種類） 

 第４条 アカデミーは、その目的を達成するため、次に掲げる種類の

活動を行う。 

(1)子どもの健全な成長を支援する活動

(2)中高年者の健康寿命の延伸に関する活動

(3)地域住民や親子の交流を深める機会を提供する活動

(4)スポーツ指導者を育成する活動

(5)スポーツ医科学に関する情報を提供する活動

(6)学校部活動を支援する活動



桃教（桃山学院教育大学）スポーツアカデミー規約

第１章 総則 

（名称） 

 第１条 この団体は、桃山学院教育大学スポーツアカデミー（略称：桃教スポーツアカデミー、以下「ア

カデミー」）という。

（事務局） 

 第２条 アカデミーは、事務局を大阪府堺市南区槇塚台 4丁 5番 1号 桃山学院教育大学内に置く。 

第２章 目的および事業 

（目的） 

第３条 アカデミーは、子どもから高齢者まで、多世代の人々が多様な運動・スポーツ活動に参加で

きる環境づくりを推進し、もって地域住民の健康寿命の延伸と子どもたちの健全育成に資す

るとともに、地域の豊かなスポーツ文化の創造に寄与することを目的とする。 

（活動の種類） 

 第４条 アカデミーは、その目的を達成するため、次に掲げる種類の活動を行う。 

(1)子どもの健全な成長を支援する活動

(2)中高年者の健康寿命の延伸に関する活動

(3)地域住民や親子の交流を深める機会を提供する活
動

(4)スポーツ指導者を育成する活動

(5)スポーツ医科学に関する情報を提供する活動

（事業） (6)学校部活動を支援する活動

 第５条 アカデミーは、その目的を達成するため、次の事業を行う。 

（1）各種クラブ活動

（2）各種スポーツ教室

 （3）各種イベント 

（4）各種研修会・講演会 

（5）調査研究

（6）会員相互の親睦を深めるための活動

（7）その他アカデミーの目的達成のために必要な事業

第３章 会員 

（種別） 

第６条 アカデミーの会員は、次の 4種とする。 

(1) 運営会員 アカデミーの目的に賛同し、アカデミーの運営に参加する個人

(2) 学生会員 アカデミーの目的に賛同し、事業運営に協力する学生



(3) 賛助会員 アカデミーの目的に賛同し、事業を賛助するために入会した個人又は団体

(4) 利用会員 アカデミーの事業に参加する個人又は団体

（入会の資格） 

第７条 アカデミーに入会できる者は、アカデミーの目的に賛同する者とし、入会後はアカデミーが定 

める規約を遵守しなければならない。 

（入会手続き等） 

第８条 アカデミーに入会を希望する者は、所定の手続きを行うものとし、会長は正当な理由がない 

限り入会を認めなければならない。 

（会費及び参加費） 

第９条 会員は、別に定める会費を納入しなければならない。 

２ 利用会員は、別に定める参加費を納入しなければならない。 

（会員の資格の喪失） 

第 10条 会員の資格は、退会、除名、会費の未納、死亡により、その資格を喪失する。 

２ 会員の資格は、他に譲渡できない。 

（退会） 

第 11条 会員は、退会届を会長に提出して、任意に退会することができる。 

（除名） 

第 12条 会員が次の各号のいずれかに該当するに至ったときは、理事会の議決を経て、これを除名する

ことができる。 

(1) 会員が第 7条の要件を満たさないとき

(2) この団体の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき

（拠出金品の返還） 

第 13条 既納の会費は、返還しない。 

第４章 役員 

（種類および定数） 

第 14条 アカデミーに、次の役員を置く。

（1）理事 20 名以内（うち，会長１名，副会長２名，理事長１名，副理事長１名）

（2）監事 若干名

  ２ クラブに、顧問を置くことができる。

（選任） 

第 15条 理事および監事は、総会において選任し、会長、副会長、理事長、副理事長は、理事の互選に

より決定する。理事および監事は、相互に兼ねることができない。 

（職務） 

第 16条 会長は、アカデミーの会務を統括し、アカデミーを代表する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

３ 理事長は、理事会を招集し、会務を推進する。 

４ 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故あるときは、その職務を代理する。 

５ 理事は、理事会を構成し、第５条に規定する任にあたる。 



６ 監事は、アカデミーの会計を監査する。 

（任期） 

第 17条 アカデミーの役員の任期は２年とし、再任を妨げない。

２ 役員は、その任期満了後でも後任者が就任するまでは、なおその職務を行う。 

第５章 総会 

（種別） 

第 18条 アカデミーの総会は、通常総会および臨時総会の２種とする。

 ２ 通常総会は、毎年１回開催する。 

 ３ 臨時総会は、次の各号のいずれかに該当する場合に開催する。 

(1) 理事会が必要と認めたとき。

(2) 運営会員総数の５分の１以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって召集の請

求があったとき。 

（構成） 

第 19条 総会は、運営会員をもって構成する。 

（招集） 

第 20条 総会は、毎年会長が招集する。 

（議長） 

第 21条 総会の議長には、会長があたる。 

（会議） 

第 22条 総会は、次の各号に掲げる事項について審議し、出席会員の過半数をもって決する。可否同数 

  の時は、議長の決するところによる。 

(1) 規約の制定及び変更

(2) 事業計画及び収支予算

(3) 事業報告及び収支決算

(4) 役員の選任又は解任

(5) その他アカデミー運営に関する重要事項

２ 総会は、運営会員の３分の１以上の出席をもって成立する。ただし、委任状による場合も出席

とみなす。 

第６章 理事会 

（構成） 

第 23条 理事会は、理事をもって構成する。 

（招集） 

第 24条 理事会は、概ね月１回理事長が招集する。 

（議長） 

第 25条 理事会の議長には、理事長があたる。 

（会議） 



第 26条 理事会は、次の各号に掲げる事項について協議する。 

(1) 総会に付議すべき事項

(2) 総会の議決した事項の執行に関する事項

(3) 利用会員規約及び会費内規の変更に関する事項

(4) 事務局の組織及び運営に関する事項

(5) その他アカデミー運営に必要な事項

２ 理事会は、理事の過半数の出席をもって成立し、出席者の過半数をもって決する。可否同数 

の時は、議長の決するところによる。 

第７章 会計 

（経費） 

 第 27条 アカデミーの経費は、会費、事業などによる収入、補助金、寄付金、協賛金、その他の収入を

もってあてる。 

（管理） 

 第 28条 アカデミーの経費は、事務局が管理する。 

（会計年度） 

 第 29条 アカデミーの会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31日に終了する。 

第８章 雑則 

（細則） 

 第 30条 この規約の施行について必要な細則は、理事委員会の議決を経て、理事長がこれを定める。 

第９章 附則 

１．本規約は、令和２年３月 14 日から施行する． 

２．このアカデミー設立当初の会費は、第９条の規定にかかわらず、次に掲げる額とする。 

(1) 運営会員：０円（年会費）

(2) 学生会員：０円（年会費）

(3) 賛助会員：一口１０，０００円（年会費）

(4) 利用会員：利用会員規約に定めた額

附則 

１．この規約は、令和２年３月 14日から施行する。

２．この規約は、令和４年5月25日から施行する。 



第４号議案 役員選出について 



令和４年度 桃教スポーツアカデミー役員

順不同

役 員 氏 名（所 属）

顧問 木村 雅昭（大阪府立堺東高等学校校長）

上川 紀久惠（堺市立晴美台中学校校長）

二橋 崇浩（堺市立槇塚台小学校校長）

向井 拓 （堺市立はるみ小学校校長）

会長 中西 正人（桃山学院教育大学学長）

副会長 柴  高志（晴美台校区自治連合会会長）

副会長 吉川 公代（槇塚台校区自治連合会会長）

理事長 中村 浩也（桃山学院教育大学教授）

副理事長 兼
事務局長

舞 寿之（桃山学院教育大学准教授） 

理事 是洞 翼（晴美台校区スポーツ推進委員）

理事 井ノ本 純一（槇塚台校区スポーツ推進委員）

理事 灘本 雅一（桃山学院教育大学教授）

理事 大畑 昌己（桃山学院教育大学教授）

理事 村井 愛美（桃山学院教育大学講師）

理事 森下 茂明（テニスクラブ会長）

事務局 辰巳 吉孝（桃山学院教育大学学生課長）

定森 正子（クラブマネージャー）

辻脇 とあ子（サブマネージャー）

的場 弘起（桃山学院教育大学実習助手）

監事 沼田 博幸（㈱アンデレパートナーズ取締役 総務部長）

運営会員 織田 恵輔

那須 美雅

林 大雅

伊地知 春香



第５号議案 令和４年度事業計画について 



事業名 予定日 場所 対象者 回数 会員 総数 事業内容等

①
スポーツキッズ・プログ
ラム（桃教大）

通年（土）
大学
午後

36 20 720

②
スポーツキッズ・プログ
ラム （福泉中央小）

通年（土）
福泉中央小

午前
36 30 1,080

③
キッズ・ダンス教室
（桃教大）

通年（土）
大学
午後

36 15 540

④
キッズ・ダンス教室
（福泉中央小）

通年（金）
福泉中央小

午後
36 25 900

⑤
キッズ・テニス教室

通年（土）
大学

午前中
小1～小6 36 20 720

楽しく遊びの要素を含んだゲーム感
覚のあるメニューで練習

① テニスクラブ
通年（土、
日、祝）

大学
終日

テニスクラブ
会員

50 90 4,500
定期的な活動
６月、11月秋季テニス大会

① スポーツ教室体験会 ４月
2022.4.16

4.23
4.30

年中～小6 3 40 120
スポーツキッズ、キッズダンス、キッズ
テニスの体験会

②
　女子硬式野球講習

会
1２月上旬

大学
午前中

関西ボーイ
ズリーグ加盟
の女子選手

1 40 40
オリックスのコーチと女子野球部によ
る講習会

③
女子バスケットボール

講習会
12月下旬

大学
午前中

高校の女子
バスケット
ボール部

1 50 50
女子バスケットボール部による講習
会

④
女子バレーボール講

習会
１月中旬 大学ほか

近隣中学校
の女子バ
レー部

1 50 50 女子バレーボール部による講習会

⑤
桃教シニア健康セミ
ナー

9月～2月 大学
およそ60歳
以上

6 20 120
中高年の健康づくり関する理論と実
践

①
ファミリー・スポーツ
フェスタ　in 桃教大

11月
大学

午前中

地元小学
生、保護者
等

1 100 100
晴美台中学校区健全育成協議会との
共催、親子で参加できる様々なス
ポーツ・レクリエーション

① 部活動支援（派遣） 通年 要請による 地元中学校 8 30 240
軟式野球、陸上、バレーボール、バ
ケットボール、軟式テニス

② スポーツキャラバン隊 通年 要請による
地域、小学
校、施設等

3 100 300
地域、学校等の要請を受けてスポー
ツ振興を支援するチームを派遣する

令和４年度 事業計画

リズム体操、忍者サーキット、運動遊
び、シーズンに応じたさまざまなス
ポーツ

２．クラブ

３．体験会、講習会

園児クラス
児童クラス

地元校区の
小中学生

ヒップホップ系のダンス教室

５．部活動支援(派遣）、その他

４．スポーツフェスタ
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① 自然遊び 11月 大学近郊 会員親子 1
陶器山散策、レクリエーション
or 金剛山

② クリスマス会 12月下旬 福泉中央小 会員親子 1
ダンス発表、ドッジビー、大縄跳び大
会、ビンゴ大会

③ 正月遊び １月中旬
大学

福泉中央小
会員親子 2 コマ回し、竹馬、凧あげ、羽子板等

６．交流行事

約30名

約40名

約70名

14



第６号議案 令和４年度予算について 



教室 1,495,000 スポーツキッズ、ダンス、テニス

クラブ 910,000 テニスクラブ　91名

60,000 講習会

100,000 桃山学院教育大学より

19 利息

自立支援 1,728,000 堺市(toto)より

ｸﾗﾌﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰ 1,428,000 堺市(toto)より

5,354

合計 5,726,373

320,000 振込手数料、トートバッグ、ハンドタオル

200,000 事務用品、コロナ対策

120,000 ニュースレター、チラシ

1,000,000 施設使用料

1,200,000 指導員、補助員

700,000 各教室、各講習会用

1,700,000 クラブマネジャー、サブマネージャー人件費

200,000

286,373

5,726,373

雑収入

前年度繰越金

費　目

合計

雑役務費

事務費

印刷製本費

賃借料

諸謝金

予備費

令和４年度 桃教スポーツアカデミー予算

スポーツ用具

人件費

繰り越し

備　考

備　考

助成額

<支出>

予　算

会費

参加料

寄付・協賛金

<収入>
費　目 項目 予　算
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20
21
年
度
ス
ポ
ー
ツ
教
室
修
了
後
調
査

ID
学
年

男
女

教
室

五
段
階

評
価

評
価
の
理
由

子
供
の
変
化

ご
要
望
・ご
意
見
等

継
続

継
続
し
な
い
理
由

1
園
児

男
子

S
K
IP

5

子
供
が
楽
し
み
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を

し
て
い
て
く
れ
、
普
段
し
な
い
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き
た
こ

と
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る

ず
っ
と
続
け
て
い
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

す
る

2
児
童
低
学
年

男
子

S
K
IP

5
色
ん
な
種
類
の
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
る
所
が
良
か
っ

た
で
す
。
先
生
方
も
優
し
く
、
子
供
も
安
心
し
て
い
る

様
子
で
し
た
。
時
間
も
長
め
で
良
か
っ
た
で
す
。

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
っ
た
。

色
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
色
ん
な

イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

わ
か
ら
な
い

3
園
児

女
子
　
男
子
S
K
IP

4
コ
ロ
ナ
で
活
動
で
き
な
い
日
が
多
か
っ
た
た
め
。

体
操
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

振
替
レ
ッ
ス
ン
も
参
加
で
き
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

す
る

4
児
童
低
学
年

児
童
中
高
学

年
女
子
　
男
子
S
K
IP

5

テ
ニ
ス
と
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
は
メ
イ
ン
と
な
る
先
生
の
教
え
方
、
行
動
、

声
掛
け
等
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
は
色
々
な
こ
と
が
で
き
る
し
、

桃
教
の
生
徒
さ
ん
と
楽
し
く
や
れ
て
い
る
か
ら
。

体
力
面
は
期
待
し
て
ま
す
が
コ
ロ
ナ
で
あ
ま
り

に
も
間
が
あ
い
た
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

w
it
hコ
ロ
ナ
精
神
で
蔓
延
防
止
く
ら
い
な
ら

続
行
し
て
ほ
し
い
で
す
。

わ
か
ら
な
い

子
供
も
や
り
た
い
と
い
う
と
思

う
の
で
や
ら
せ
た
い
で
す
が
、

ほ
か
の
習
い
事
と
コ
ロ
ナ
で
急

止
に
な
る
期
間
が
長
い
こ
と
が

悩
み
の
種
で
す
。

5
児
童
低
学
年

男
子

S
K
IP

4
運
動
が
苦
手
な
息
子
も
そ
れ
な
り
に
楽
し
ん
で

出
来
ま
し
た
。

怖
が
り
で
や
る
前
か
ら
ム
リ
、
や
り
た
く
な
い

と
い
う
タ
イ
プ
の
子
が
高
い
と
こ
ろ
か
ら
ジ
ャ

ン
プ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

特
に
な
し

し
な
い

中
学
受
験
の
た
め
塾
に
通
い
だ

し
、
時
間
的
に
難
し
い
の
で
。

6
園
児

児
童
低
学
年

男
子

S
K
IP

5
学
生
の
方
々
が
し
っ
か
り
と
一
人
一
人
を
見
て
く
れ

て
い
た
こ
と
。

始
め
て
や
る
こ
と
も
、
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
た
と
思
い
ま
す
。

教
育
実
習
の
よ
う
に
も
っ
と
様
々
な
内
容
が

あ
っ
て
も
魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。

し
な
い

親
の
都
合
で
す
が
、
仕
事
の
た
め

参
加
日
に
会
場
ま
で
連
れ
て
い
く
こ

と
が
で
き
な
い
た
め

7
園
児

児
童
低
学
年

男
子

S
K
IP

3
参
加
す
る
機
会
が
減
っ
た
こ
と
で
す

土
曜
日
の
過
ご
し
方
に
メ
リ
ハ
リ
が
付
き
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
の
体
育
の
時
間
の
少
な
さ
を

補
え
ま
し
た
。

い
つ
も
丁
寧
に
子
供
た
ち
に
向
き
合
っ
て
く
だ

さ
る
先
生
や
学
生
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

わ
か
ら
な
い

府
の
方
針
で
す
ぐ
休
止
さ
れ
る

こ
と
に
疑
問
が
あ
る
か
ら
で
す
。
重

症
化
し
に
く
い
子
供
に
ど
こ
ま
で
行

動
宣
言
が
必
要
か
疑
問
で
す
。

8
児
童
中
高
学
年
女
子
　
男
子
S
K
IP

5

準
備
運
動
や
サ
ー
キ
ッ
ト
で
思
い
切
り
身
体
を
動
か

す
こ
と
が
毎
回
で
き
た
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
頂
き
な
が
ら
、
丁
寧
に
み
て
も
ら
え

こ
と
が
で
き
た
。

・下
の
子
は
学
校
の
集
団
行
動
や
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
苦
手
で
す
が
、
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
は
毎
回
楽
し
み
に
参
加
す
る
こ
が

で
き
て
い
た
。

・上
の
子
も
体
を
思
い
き
り
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
い
お
陰
で
、
生
き
生
き
と

自
信
を
取
り
戻
す
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
。

す
る

9
園
児

男
子

S
K
IP

5
子
ど
も
達
の
集
中
力
が
欠
け
る
こ
と
な
く
、
と
て
も

丁
寧
に
御
指
導
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

持
久
力
が
少
し
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
か
ら
な
い
野
球
ク
ラ
ブ
に
所
属
予
定
の
為

。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合
え
ば
継

続
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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20
21
年
度
ス
ポ
ー
ツ
教
室
修
了
後
調
査

ID
学
年

男
女

教
室

五
段
階

評
価

評
価
の
理
由

子
供
の
変
化

ご
要
望
・ご
意
見
等

継
続

継
続
し
な
い
理
由

10
児
童
低
学
年

男
子

S
K
IP

2
子
ど
も
の
様
子
を
把
握
で
き
る
先
生
が
い
な
い
。

安
全
面
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
ら
れ
て
楽
し
そ
う
で

し
た
。

全
体
を
し
っ
か
り
見
れ
る
先
生
が
欲
し
い
で
す
。
わ
か
ら
な
い
ほ
か
に
習
い
事
と
時
間
が
被
る

日
が
あ
る
の
で
。

11
園
児

児
童
低
学
年

男
子

S
K
IP

5
運
動
不
足
解
消
に
な
り
ま
し
た
。

土
曜
日
が
雨
天
で
も
体
を
動
か
せ
ま
し
た
。

時
に
な
し

し
な
い

蔓
延
～
な
ど
が
で
る
度
に
中
止

に
な
る
の
で
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
二
度
目
で
し
た
ら

す
み
ま
せ
ん
。

12
園
児

男
子

S
K
IP

2
ほ
ぼ
休
講
で
子
供
の
体
力
向
上
を
実
感
で
き
な

か
っ
た
。
講
師
？
の
男
性
が
感
圧
感
が
あ
り
、
幼
稚

園
児
に
は
怖
く
感
じ
た
た
め
。

人
の
話
を
よ
く
聞
き
、
お
友
達
と
一
緒
に
運
動

す
る
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

行
政
の
指
示
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
子
供

目
線
と
い
う
よ
り
、
運
営
の
都
合
で
休
み
が
続

い
た
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
楽
し
く
通
っ
て

い
ま
し
た
が
、
子
供
の
気
持
ち
が
離
れ
て
し
ま

い
、
残
念
で
す
。

し
な
い

サ
ッ
カ
ー
に
専
念
す
る
た
め
。

本
人
が
や
め
る
と
言
っ
た
た
め
。

13
園
児

男
子

S
K
IP

5
こ
ど
も
が
と
て
も
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

特
に
な
し

車
で
行
け
る
と
通
い
や
す
い

わ
か
ら
な
い
ほ
か
の
習
い
事
と
日
程
調
整

14
児
童
低
学
年

男
子

S
K
IP

5
い
ろ
ん
な
競
技
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
。

運
動
嫌
い
で
し
た
が
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

に
な
り
ま
し
た
。

な
し

す
る

15
児
童
低
学
年

園
児

男
子

女
子

S
K
IP

3
活
動
が
単
発
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
ど
も
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
保
て
な
か
っ
た
た
め
。

継
続
し
て
い
た
ら
変
化
が
あ
っ
た
と
思
う
。

特
に
な
し

す
る

16
児
童
中
高
学
年
女
子
　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

5
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
で
き
た

運
動
の
苦
手
意
識
が
あ
る
が
、
ダ
ン
ス
を
続
け

て
い
る
事
が
自
信
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う

も
っ
と
手
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
等
で
広
報
し

て
も
い
い
の
で
は
？

わ
か
ら
な
い
本
人
は
ダ
ン
ス
が
好
き
だ
が
友

達
と
一
緒
だ
は
な
い
と
嫌
と
の

事
。

17
児
童
中
高
学
年
女
子

S
K
IP

5
本
人
が
い
つ
も
喜
ん
で
参
加
し
て
い
る
の
で
。

今
は
仕
方
な
い
ん
で
す
が
、
な
い
こ
と
に
残
念

が
っ
て
い
ま
す
。

親
が
教
え
れ
な
い
色
々
な
運
動
を
教
え
て
貰
っ

て
い
る
の
で
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

す
る

18
児
童
低
学
年

女
子

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

5
し
っ
か
り
運
動
し
て
く
れ
る
。
仕
事
で
見
学
で
き
な

い
が
定
期
的
に
先
生
が
動
画
を
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ

る
の
で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

体
力
が
つ
い
て
よ
く
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
も
世
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
こ
ど
も

た
ち
の
こ
う
い
う
場
を
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

19
児
童
中
高
学
年
男
子

キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス

5
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
が
と
て
も
楽

し
ん
で
い
る
の
で
。

も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
向
上
心
が
感
じ
ら
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。
お
正
月
遊
び
な
ど
、
教
室
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

す
る

20
園
児

女
子

S
K
IP

5
い
ろ
ん
な
年
齢
の
子
供
と
交
流
で
き
て
い
ろ
ん
な
運

動
が
楽
し
く
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
会

も
親
子
で
楽
し
め
ま
し
た
。

年
上
の
子
供
と
い
ろ
い
ろ
遊
べ
る
よ
う
に
な
り

体
力
が
す
ご
く
つ
き
ま
し
た
！

跳
び
箱
や
マ
ッ
ト
な
ど
教
え
て
い
た
だ
け
る
と

さ
ら
に
嬉
し
い
で
す
。

す
る

21
児
童
中
高
学
年
女
子

キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス

4
お
安
く
習
え
て
良
か
っ
た
で
す
。

テ
ニ
ス
も
少
し
続
け
た
い
よ
う
で
す
。

特
に
な
し

す
る

1
7



20
21
年
度
ス
ポ
ー
ツ
教
室
修
了
後
調
査

ID
学
年

男
女

教
室

五
段
階

評
価

評
価
の
理
由

子
供
の
変
化

ご
要
望
・ご
意
見
等

継
続

継
続
し
な
い
理
由

22
児
童
低
学
年

女
子

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

5
最
近
の
曲
で
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
楽
し
そ
う
に
参

加
し
て
い
た
か
ら
。

家
で
も
ダ
ン
ス
を
踊
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
か

ら
だ
も
少
し
し
っ
か
り
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

来
年
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

す
る

23
園
児

児
童
低
学
年

女
子

男
子

S
K
IP

4
他
の
思
想
に
取
り
組
め
て
い
た
か
ら
。

特
に
な
し
。

特
に
な
し
。

し
な
い

転
勤
で
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
。

24
児
童
低
学
年

女
子

キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス

5

挨
拶
な
ど
の
マ
ナ
ー
か
ら
始
ま
り
、
指
導
も
と
て
も

丁
寧
で
更
に
低
価
格
。
子
供
も
毎
週
楽
し
く
通
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
普
段
出
会
わ
な
い
地
域
の
お
友

達
、
大
人
の
方
達
と
の
関
り
も
す
ご
く
貴
重
で
、
い

い
経
験
だ
　
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

挨
拶
が
苦
手
で
人
見
知
り
も
あ
る
の
で
す
が
、

少
し
ず
つ
、
自
分
か
ら
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
、
教
室
が
再

開
し
て
ほ
し
い
な
。
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

す
る

25
児
童
低
学
年

女
子

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

5
先
生
が
と
て
も
丁
寧
に
明
る
く
楽
し
く
教
え
て
く
だ

さ
る
の
で
子
供
が
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
み
に
過
ご
し
た
ま
し
た
。

い
つ
も
あ
た
た
か
く
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

す
る

26
児
童
低
学
年

女
子

S
K
IP

5
コ
ー
チ
の
指
導
が
と
て
も
熱
心
で
、
子
供
達
へ
の
愛

情
が
感
じ
て
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

ど
ん
な
こ
と
に
も
積
極
的
に
、
自
信
を
も
っ
て
挑

戦
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
を
動
か
す
こ

と
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
チ
の
方
々
に
は
負
担
ば
か
り
か
け
て
し
ま

い
、
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
が
子
ど
も
が
と

て
も
楽
し
ん
で
参
加
し
て
い
る
の
で
、
活
動
が

続
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
る

27
児
童
低
学
年

女
子

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

5

コ
ー
チ
の
子
供
へ
の
指
導
が
と
て
も
的
確
で
、
愛
情

を
感
じ
、
子
供
を
成
長
さ
せ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
伝

わ
り
、
信
頼
し
て
任
せ
る
こ
ち
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い

方
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ン
ス
が
大
好
き
な
な
り
、
家
で
も
い
つ
も
踊
っ

て
い
ま
す
。
ダ
ン
ス
の
前
の
基
礎
練
習
も
家
で

親
も
一
緒
に
し
て
い
て
、
身
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
と

こ
ろ
を
使
え
て
よ
い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え
た
と

親
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

コ
ー
チ
に
は
御
負
担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ず
っ
と
指
導
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

す
る

28
園
児

女
子

S
K
IP

5
保
育
園
で
は
体
験
で
き
な
い
事
が
沢
山
で
き
て
、
本

人
も
楽
し
く
通
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
色
々
な
事
を
体
験
で
き
て
、
体
力
的
に
も

精
神
的
に
も
鍛
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
！

特
に
な
い
で
す
。

す
る

29
児
童
中
高
学
年
女
子

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

5
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
し
て
い
た
の
で
。

ま
だ
一
度
し
か
参
加
し
て
い
な
い
の
で
、
わ
か

り
ま
せ
ん
。

曜
日
か
時
間
の
選
択
が
あ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
す
る

30
児
童
低
学
年

女
子

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

5
楽
し
く
体
を
動
か
す
機
会
と
な
り
、
子
供
も
喜
ん
で

行
っ
て
い
ま
す
。

体
力
が
つ
い
た
、
柔
軟
性
が
上
が
っ
た
。
自
宅

で
も
自
主
的
に
練
習
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
成
長

を
感
じ
ま
す
。

特
に
な
し
。

す
る

31
児
童
中
高
学
年
男
子

S
K
IP

4
色
々
な
運
動
が
、
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

毎
週
継
続
す
る
力
が
つ
い
た
。

継
続
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

し
な
い

卒
業
の
た
め

32
園
児

男
子

S
K
IP

5
コ
ー
チ
が
全
力
で
関
わ
っ
て
く
れ
る
の
で
嬉
し
い
で

す
。

初
の
習
い
事
な
の
で
、
自
分
の
自
信
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
満
足
で
す
。

す
る

1
8



20
21
年
度
ス
ポ
ー
ツ
教
室
修
了
後
調
査

ID
学
年

男
女

教
室

五
段
階

評
価

評
価
の
理
由

子
供
の
変
化

ご
要
望
・ご
意
見
等

継
続

継
続
し
な
い
理
由

33
児
童
中
高
学
年
男
子

S
K
IP

5
無
理
な
く
楽
し
く
教
え
て
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
。

色
々
な
運
動
、
イ
ベ
ン
ト
、
お
正
月
遊
び
な
ど
体
験

で
き
る
。
費
用
が
安
い
。

楽
し
く
運
動
で
き
た
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
キ
ャ
ン
プ
な
ど
体
験
で

き れ
ば
。

す
る

34
児
童
低
学
年

女
子

S
K
IP

5
色
々
な
運
動
を
無
理
な
く
楽
し
く
教
え
て
も
ら
え
る
。

イ
ベ
ン
ト
、
お
正
月
遊
び
な
ど
体
験
で
き
る
。

費
用
が
安
い
。

い
つ
も
楽
し
み
に
通
っ
て
い
る
。
楽
し
み
な
が

ら
お
友
達
と
運
動
で
き
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
キ
ャ
ン
プ
な
ど
体
験
で

き
れ
ば
。

す
る

35
児
童
低
学
年

女
子

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

5

難
し
い
ダ
ン
ス
も
根
気
よ
く
わ
か
り
や
す
く
教
え
て

も
ら
え
る
。
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
み
ん
な
で

一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
る
達
成
感
な
ど
味
わ
え

る
。
費
用
が
安
い
。

楽
し
み
に
通
っ
て
い
る
。
ダ
ン
ス
が
上
手
に
で

き
た
と
き
の
喜
び
が
あ
る
よ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
キ
ャ
ン
プ
な
ど
体
験
で

き
れ
ば
。

す
る

36
児
童
低
学
年

男
子

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

3

可
も
な
く
不
可
も
な
く
。
連
絡
事
項
が
子
ど
も
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
親
に
ま
で
情
報
が
届
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
（子
ど
も
に
聞
い
て
も
分
か
っ

た
よ
う
な
分
か
ら
な
い
よ
う
な
答
え
方
で
・・
・）

特
に
な
し

L
IN
E
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
今
年
度
最
後
に
知

る
こ
と
に
な
り
情
報
が
遅
れ
た
こ
と
が
残
念
で
し

た
。
入
会
す
る
と
き
に
徹
底
し
て
も
ら
い
た
か
っ

た
で
す
。

分
か
ら
な
い
他
の
習
い
事
と
の
兼
ね
合
い
の
為

37
児
童
中
高
学
年
男
子

S
K
IP

5
普
段
の
生
活
で
、
あ
ま
り
し
な
い
ボ
ー
ル
運
動
な
ど

取
り
入
れ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
あ
り
が
た
い
で
す
。
午
前
中
の
運
動
の
お
か
げ
で
、
昼
食
を
し
っ
か

り
食
べ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

苦
手
意
識
が
薄
れ
る
た
め
、
前
回
と
同
じ
く
跳

び
箱
運
動
を
ま
た
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

す
る

38
児
童
低
学
年

男
子

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

5
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
ち
ゃ
ん
と
教
え
て
も
ら
え
て

難
し
い
ダ
ン
ス
も
最
後
に
は
み
ん
な
で
団
結
し
て

踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
感
謝
で
す
。

踊
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

な
し

す
る

39
児
童
低
学
年

男
子

キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス

5
優
し
い
コ
ー
チ
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る

テ
ニ
ス
に
興
味
を
持
ち
好
き
な
な
っ
た

な
し

す
る

40
児
童
中
高
学
年
男
子

S
K
IP

4
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
る

イ
ン
ド
ア
気
味
だ
っ
た
の
が
、
進
ん
で
外
に
出

る
よ
う
に
な
っ
た

特
に
な
し

分
か
ら
な
い
他
の
兼
ね
合
い
で
検
討
中

41
児
童
低
学
年

男
子

キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス

5
先
生
方
は
優
し
く
丁
寧
に
指
導
し
て
下
さ
り
、
楽
し

く
学
べ
て
お
り
ま
す
。

体
力
は
以
前
よ
り
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

す
る

42
児
童
中
高
学
年
男
子

キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス

4
初
め
て
の
こ
と
に
対
し
て
抵
抗
感
が
、
強
い
子
で

す
が
、
体
験
が
終
っ
た
時
は
、
、
ニ
コ
ニ
コ
で
、
「習

い
た
い
」
と
言
う
の
で
入
会
し
ま
し
た
。

沢
山
、
体
を
動
か
す
か
ら
か
、
上
手
く
で
き
た

り
し
た
り
、
褒
め
て
い
た
だ
い
て
嬉
し
い
か
ら

か
、
運
動
し
た
日
は
ニ
コ
ニ
コ
で
落
ち
着
い
て

過
ご
せ
ま
す
。

特
に
な
い
で
す
。

す
る

1
9



桃教大 福泉中央小 桃教大 福泉中央小

2022年度 21 32 7 23 20 103 91

2021年度 23 31 6 19 10 89 102
７月活動開始
（9月、2月、3月なし）

2020年度 26 - 9 - - 35 107 10月活動開始

テニスクラブ 備考

入会者数の推移

教室・クラブ

会場

スポーツキッズ（SKIP） キッズ・ダンス

キッズ・テニス 教室計
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桃教スポーツアカデミー（桃教大会場） 

2022 年度 スポーツ教室の体験会参加及び入会の皆さまへ 

 この度は、桃教スポーツアカデミーのスポーツ教室にご参加いただきありがとうございます。以下の

連絡・注意事項を確認していただき、お子様が安全で楽しく参加するとともにスポーツ教室の円滑な運営

にご協力いただきますようお願いいたします。 

桃教スポーツアカデミー 

はじめに ～ 桃スポキッズについて～ 

 我が国では、長らく子どもの体力低下と運動をする子どもとしない子どもの二極化が問題になってい

ます。こうした中、本アカデミーの子どもを対象とするスポーツ教室では、さまざまな運動・スポーツ

活動を通して心身の健全な発育発達を支援し、元気でたくましい“桃スポキッズ”の育成を目指しま

す。 

◇ スローガン ： “スポーツ好きの子どもの育成と体力向上”

◇ 3つの約束 ： ☆ 桃スポキッズは、大きな声であいさつをします！

☆ 桃スポキッズは、約束やルールを守り、みんなを大切にします！

☆ 桃スポキッズは、いつも一生懸命、むずしいことにもチャレンジします！

◇ イベント等 ： スポーツ好きの子どもの育成には保護者も一緒に楽しむことが大切です。

コロナの状況によりますが、今後以下のような行事を企画していきますので

積極的にご参加ください。

☆ 体力測定、フィードバック、自宅でできる体力つくり

☆ 自然体験活動（キャンプ、軽登山等）

☆ 親子スポーツの開催

☆ 保護者対象の体力つくり講座 ほか

１．スケジュールについて 

 

 

 

 

※ 基本的にお盆前後、年末年始、年度末を除いて毎週開催する予定ですが、天候や会場の事情に

より休みとなる場合があります。年間の実施回数は36回～40回程度です。

スポーツ教室予定表　2022年4月～7月

体験会 体験会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

教室名・場所 4/16 4/23 5/7 5/14 5/21 5/28 6/4 6/11 6/18 6/25 7/2 7/9 7/16 7/23 7/30

キッズ・テニス教室
テニス

コート

10:30～

12:00

10:30～

12:00

10:30～

12:00

10:30～

12:00

10:30～

12:00

10:30～

12:00

10:30～

12:00

10:30～

12:00

10:30～

12:00

10:30～

12:00

10:30～

12:00

10:30～

12:00

10:30～

12:00

10:30～

12:00

ダンス教室 サブアリーナ
12:30～

13:30

12:30～

13:30

12:30～

13:30

12:30～

13:30

12:30～

13:30

12:30～

13:30

12:30～

13:30

12:30～

13:30

12:30～

13:30

12:30～

13:30

12:30～

13:30

12:30～

13:30

12:30～

13:30

12:30～

13:30

SKIP　Ⅰ
スポーツキッズ・プログラム

　園児(年中、年長）
児童低学年（1,2年）

体育館
ほか

14:00～
15:00

14:00～
15:00

14:00～
15:00

14:00～
15:00

14:00～
15:00

14:00～
15:00

14:00～
15:00

14:00～
15:00

14:00～
15:00

14:00～
15:00

14:00～
15:00

14:00～
15:00

14:00～
15:00

14:00～
15:00

SKIP　Ⅱ

スポーツキッズ・プログラム
児童中高学年（3～6年）

体育館
ほか

15:15～
16:45

15:15～
16:45

15:15～
16:45

15:15～
16:45

15:15～
16:45

15:15～
16:45

15:15～
16:45

15:15～
16:45

15:15～
16:45

15:15～
16:45

15:15～
16:45

15:15～
16:45

15:15～
16:45

15:15～
16:45

休み

※ 天候等の事情により急に変更になる場合があります。HP、LINEでお知らせしますので、 前夜には必ず確認してください。

回数・日・時間
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２、会費 

・ 各教室の年会費12,000円です。

・ ４月と９月の２回に分けて徴収させていただきます。

※ 前期分として今回は 6,000 円/1 教室＋諸費 3,000 円（保険、T シャツ等）＝9,000 円です。 

※ Tシャツをすでにお持ちの場合 諸費は1,000円になります。

※ 前期お申込みの方は後期の諸費は不要となります。一旦入金されました会費につきましては理由

に関わらず、返金はできませんので、ご了承ください。 

３、引率、欠席連絡について 

・ 原則、園児～小 2 までは、必ず大人の引率、送迎をお願いします（代表引率も可）。小３以上は、

引率なしで徒歩、自転車での通教室は可です。ただし、通教室中の事故についてクラブが責任を負

うことはできません。

・ 欠席の連絡は公式ラインでお願いします。

・ 遅刻厳禁。５分前には集合してください。

４、服装・持参物について 

・ 基本的にクラブ T シャツと運動・スポーツにふさわしいジャージ、短パンです。普段着での参加

は控えてください。寒い時には防寒してください。

・ 体育館シューズ、タオル、飲み物等は必ず持参してください。

・ キッズ・テニスは自分のラケットを用意してください。

５、ケガの対応 

・ 安全に万全の配慮をしながらプログラムを実施しますが、万一、ケガが発生した場合の応急処置や

救急車の要請等の初期対応以外は保護者でお願いします。

・ プログラム活動中のケガ等の治療費はスポーツ安全保険で対応します。

６、新型コロナ感染対策ガイドライン（桃教スポーツアカデミー）について 

・ 教室等への参加に際し、本ガイドラインをお守りいただきますようお願いします。

７、研究、広報への協力のお願い 

・ 本アカデミーでは、子どもの体力向上に向けた研究を行っています。事前に説明をしますが、研究

倫理に則り実施してまいりますのでご協力をお願いいたします。

・ HP等への活動中の写真を掲載する場合があります。人物が特定されないよう留意して掲載します

のでご協力をお願いします。

８、駐車および通教室の方法、駐輪場について 

・ 車での来校、駐車はご遠慮ください。

・ 自転車の場合は正門から入り、必ず指定された場所に駐輪してください。

９、公式ラインへの登録について 

・ 入会後は以下の公式ラインに登録してください。教室の変更、行事等の連絡をします。

・ 欠席の連絡もこちらからできます。

公式 ＬＩＮＥ 

   ＜問合せ先＞ 

電 話：072-288-6655 

（桃教スポーツアカデミー事務局：定森、辰巳） 

メール：momospo@andrew-edu.ac.jp

H  P ：https://momospo-ac.wixsite.com/academy
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スポーツ教室予定表　2022年4月～7月

回数 体験会 体験会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

月日 4/16 4/30 5/7 5/14 5/21 5/28 6/4 6/11 6/18 6/25 7/2 7/9 7/16 7/23 7/30

場所 体育館 体育館 体育館 グラウンド 体育館
桃山公園
ほか

体育館 グラウンド 体育館
桃山公園
ほか

体育館 グラウンド 体育館 体育館

SKIP　Ⅰ
スポーツキッズ・プログラム

園児(年中、年長）
児童低学年（1,2年）

9:10～
10:10

9:10～
10:10

9:10～
10:10

9:10～
10:10

9:10～
10:10

9:10～
10:10

9:10～
10:10

9:10～
10:10

9:10～
10:10

SKIP　Ⅱ
スポーツキッズ・プログラム
児童中高学年（3～6年）

10:15～
11:45

10:15～
11:45

10:15～
11:45

10:15～
11:45

10:15～
11:45

10:15～
11:45

10:15～
11:45

10:15～
11:45

10:15～
11:45

回数 体験会 体験会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

月日 4/15 4/22 5/6 5/13 5/20 5/27 6/3 6/10 6/17 6/24 7/1 7/8 7/15 7/22 7/29

場所 体育館 体育館 体育館 体育館 体育館 体育館 体育館 体育館 体育館 体育館 体育館 体育館 体育館 体育館

キッズ・ダンス教室 時間
17:00～
18:00

17:00～
18:00

17:00～
18:00

17:00～
18:00

17:00～
18:00

17:00～
18:00

17:00～
18:00

17:00～
18:00

17:00～
18:00

17:00～
18:00

17:00～
18:00

17:00～
18:00

17:00～
18:00

休み
17:00～
18:00

10:15～
11:45

10:00～
11:30

休み

※ SKIPでは、原則、第1,3,5土曜が体育館、第2土曜がグラウンド、第4土曜が桃山公園等となり、会場によって開始時間が変わるのでご注意
ください。
※ 天候等の事情により急に変更になる場合があります。HP、LINEでお知らせしますので、前夜には必ず確認してください。

10:00～
11:30

10:15～
11:45

10:15～
11:45

時間

桃教スポーツアカデミー（福泉中央小会場） 

2022 年度 スポーツ教室の体験会に参加及び入会の皆さまへ 

 この度は、桃教スポーツアカデミーのスポーツ教室にご参加いただきありがとうございます。以下の

連絡・注意事項を確認していただき、お子様が安全で楽しく参加するとともにスポーツ教室の円滑な運営

にご協力いただきますようお願いいたします。 

桃教スポーツアカデミー 

はじめに ～ 桃スポキッズについて～ 

 我が国では、長らく子どもの体力低下と運動をする子どもとしない子どもの二極化が問題になってい

ます。こうした中、本アカデミーの子どもを対象とするスポーツ教室では、さまざまな運動・スポーツ

活動を通して心身の健全な発育発達を支援し、元気でたくましい“桃スポキッズ”の育成を目指しま

す。 

◇ スローガン ： “スポーツ好きの子どもの育成と体力向上”

◇ 3つの約束 ： ☆ 桃スポキッズは、大きな声であいさつをします！

☆ 桃スポキッズは、約束やルールを守り、みんなを大切にします！

☆ 桃スポキッズは、いつも一生懸命、むずかしいことにもチャレンジします！

◇ イベント等 ： スポーツ好きの子どもの育成には保護者も一緒に楽しむことが大切です。

コロナの状況によりますが、今後以下のような行事を企画していきますので

積極的にご参加ください。

☆ 体力測定、フィードバック、自宅でできる体力つくり

☆ 自然体験活動（キャンプ、軽登山等）

☆ 親子スポーツの開催

☆ 保護者対象の体力つくり講座 ほか

１． スケジュールについて

※ 基本的にお盆前後、年末年始、年度末を除いて毎週開催する予定ですが、天候や会場の事情に

より休みとなる場合があります。年間の実施回数は36回～40回程度です。
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２、会費 

・ 各教室の年会費12,000円です。

・ ４月と９月の２回に分けて徴収させていただきます。

※ 前期分として今回は 6,000 円/1 教室＋諸費 3,000 円（保険、T シャツ等）＝9,000 円です。 

※ Tシャツをすでにお持ちの場合 諸費は1,000円になります。

※ 前期お申込みの方は後期の諸費は不要となります。一旦入金されました会費につきましては理由

に関わらず、返金はできませんので、ご了承ください。 

３、引率、欠席連絡について 

・ 原則、園児～小 2 までは、必ず大人の引率、送迎をお願いします（代表引率も可）。小３以上は、

引率なしで徒歩、自転車での通教室は可です。ただし、通教室中の事故についてクラブが責任を負

うことはできません。

・ 欠席の連絡は公式ラインでお願いします。

・ 遅刻厳禁。５分前には集合してください。

４、服装・持参物について 

・ 基本的にクラブ T シャツと運動・スポーツにふさわしいジャージ、短パンです。普段着での参加

は控えてください。寒い時には防寒してください。

・ 体育館シューズ、タオル、飲み物等は必ず持参してください。

５、ケガの対応 

・ 安全に万全の配慮をしながらプログラムを実施しますが、万一、ケガが発生した場合の応急処置や

救急車の要請等の初期対応以外は保護者でお願いします。

・ プログラム活動中のケガ等の治療費はスポーツ安全保険で対応します。

６、新型コロナ感染対策ガイドライン（桃教スポーツアカデミー）について 

・ 教室等への参加に際し、本ガイドラインをお守りいただきますようお願いします。

７、研究、広報への協力のお願い 

・ 本アカデミーでは、子どもの体力向上に向けた研究を行っています。事前に説明をしますが、研究

倫理に則り実施してまいりますのでご協力をお願いいたします。

・ HP等への活動中の写真を掲載する場合があります。人物が特定されないよう留意して掲載します

のでご協力をお願いします。

８、駐車および通教室の方法、駐輪場について 

・ 車での来校、駐車はご遠慮ください。

・ 自転車の場合は、必ず指定された場所に駐輪してください。

９、公式ラインへの登録について 

・ 入会後は以下の公式ラインに登録してください。教室の変更、行事等の連絡をします。

・ 欠席の連絡もこちらからできます。

公式 ＬＩＮＥ 

   ＜問合せ先＞ 

電 話：072-288-6655 

（桃教スポーツアカデミー事務局：定森、辰巳） 

メール：momospo@andrew-edu.ac.jp

H  P ：https://momospo-ac.wixsite.com/academy
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桃教（桃山学院教育大学）スポーツアカデミー利用会員規約 

 

（利用会員の種類） 

第１条 アカデミーの利用会員は、次の２種とする。 

   (1) 教室会員  定期的に開催する教室に参加する個人 

   (2) クラブ会員 アカデミーのクラブに所属する個人 

 

(会費) 

第２条 会費等の額および納入方法は会費内規に定める。 

 

（入会、退会、会員資格の喪失、会費等の不返還） 

第３条 規約に定めるところによる。 

 

（保険への加入） 

第４条 教室会員は、アカデミーが定めるスポーツ傷害保険に加入しなければならない。 

  ２ 活動中における盗難、傷害、死亡等の事故に対する補償は第１項の保険に定められた範囲とし、

アカデミー及び指導者はそれ以上の責任は負わない。 

 

（健康管理） 

第５条 利用会員は各自が健康管理に努めなければならない。アカデミーの活動への参加可否は自己責

任に判断するものとする。 

 

（会員の責務） 

第６条 利用会員は、アカデミーの諸規定を遵守し、指導者の指示に従い、自己の責任において行動する

ものとする。 

 

（規約の改正） 

第７条 本規約の改正には理事会の議決を経なければならない。 

 

附則 

１． この規約は、令和２年 3月 14日から施行する。 
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桃教（桃山学院教育大学）スポーツアカデミー会費内規 

 

（会費） 

第１条 利用会員の会費は別表の通りとする。 

 

（会費の納入） 

第２条 年会費は、４月と 10月の２回に分けて納入することができる。 

  ２ 年度途中に入会する会員は、年会費の 12分の１の額を、入会した月から会計年度が終了するま

での月数を乗じた額とする。 

  ３ 一度納入した会費は一切返還しない。 

 

（内規の改正） 

第３条 本内規の改正には理事会の議決を経なければならない。 

 

附則 

１．この規約は、令和２年 3月１4日から施行する。 

 

別表１：教室会員 

   教室名    年会費  スポーツ保険代    

スポーツキッズ・プログ

ラム（SKIP） 
１２，０００円     １，０００円  

キッズ・ダンス教室 

 
１２，０００円   １，０００円  

キッズ・テニス教室 

 
１２，０００円   １，０００円  

 

別表２：クラブ会員 

    

 

 

 

 

 

   教室名    年会費  スポーツ保険代    

テニスクラブ １０，０００円   
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ス

ポ
ー

ツ
キ

ッ
ズ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
〇

ス
ポ

ー
ツ

教
室

の
実

施
〇

親
子

ス
ポ

ー
ツ

の
実

施

〇
設

立
総

会
の

開
催

〇
ス

ポ
ー

ツ
教

室
〇

健
康

・
体

力
づ

く
り

教
室

〇
ス

ポ
ー

ツ
キ

ッ
ズ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

〇
指

導
者

研
修

会
〇

健
康

・
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

開
催

他

同
左

同
左

〇
会

員
数

：
2
0
0
人

前
後

〇
イ

ベ
ン

ト
・
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

　
4
0
0
人

・
親

子
ス

ポ
ー

ツ
　

 1
0
0
人

〇
会

員
数

：
3
0
0
人

前
後

〇
イ

ベ
ン

ト
・
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

　
5
0
0
人

・
親

子
ス

ポ
ー

ツ
 　

1
5
0
人

H
o
p！

地
域

団
体

と
連

携
、

各
教

室
の

本
格

実
施

（
3

～
5
教

室
）
、

事
務

局
設

置
、

法
人

化
検

討
等

S
te

p！
各

事
業

の
充

実
と

拡
大

（
5
～

1
0
教

室
）
、

組
織

体
制

の
充

実
、

法
人

設
立

等

〇
参

加
者

の
満

足
度

、
成

果
調

査
・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

・
体

力
測

定
等

の
デ

ー
タ

分
析

〇
参

加
者

の
満

足
度

、
成

果
調

査
・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

・
体

力
測

定
等

の
デ

ー
タ

分
析

〇
地

域
住

民
の

理
解

度
、

ニ
ー

ズ
調

査
・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査

ク
ラ

ブ
の

基
本

理
念

・
対

象
者

R
u
n
-
u
p！

設
立

理
念

の
広

報
、

各
種

調
査

、
事

業
計

画
、

予
算

計
画

、
体

制
づ

く
り

等
の

検
討

高
齢

者
の

健
康

寿
命

、
子

ど
も

の
体

力
、

子
育

て
世

代
の

運
動

不
足

等
、

地
域

住
民

の
健

康
課

題
の

解
決

を
支

援
す

る
ク

ラ
ブ

へ

〇
予

算
規

模
：
約

２
，

０
０

０
万

・
会

費
収

入
 ５

割
・
事

業
収

入
 ２

割
・
寄

付
・
協

賛
金

 ２
割

・
助

成
金

 １
割

〇
予

算
規

模
：
約

５
０

０
万

・
会

費
収

入
 ５

割
・
事

業
収

入
　

１
割

・
寄

付
・
協

賛
金

 1
割

・
助

成
金

３
割

【
会

員
】

〇
大

学
内

施
設

の
活

用
・
ク

ラ
ブ

ハ
ウ

ス
の

設
置

〇
地

域
施

設
の

活
用

・
学

校
、

公
共

施
設

の
調

整

・
会

費
収

入

・
助

成
金

・
補

助
金

ク ラ ブ 設 立 に 向 け た 施 策

・
研

修
会

・
講

習
会

【
そ

の
他

】

〇
会

費
、

参
加

費
以

外
の

財
源

確
保

・
寄

付
・
協

賛
金

、
助

成
金

・
事

業
委

託
（
研

修
会

、
講

習
会

、
体

力
測

定
等

）
・
ク

ラ
ブ

ハ
ウ

ス
運

営
、

施
設

管
理

委
託

等

〇
研

究
・
健

康
・
ス

ポ
ー

ツ
領

域
に

お
け

る
医

科
学

知
見

の
蓄

積
・
体

罰
、

暴
力

根
絶

へ
の

取
組

団
　

体
　

名

・
地

域
住

民
の

理
解

・
種

別
の

設
定

創
設

準
備

1
・
2
年

目

・
参

加
料

・
事

業
収

入
・
寄

附
・
協

賛
金

〇
会

員
数

：
6
0
0
人

前
後

・
高

齢
者

４
割

・
子

育
て

世
代

２
割

・
子

ど
も

４
割

〇
そ

の
他

参
加

者
：
約

1
,0

0
0
人

設
立

か
ら

1
0
年

後
（
目

標
）

【
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

】

自
立

・
自

律
に

向
け

た
目

標
設

定

〇
会

員
数

：
4
0
0
人

前
後

〇
イ

ベ
ン

ト
・
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

　
6
0
0
人

・
親

子
ス

ポ
ー

ツ
 　

2
0
0
人

設
立

予
定

年
月

日

【
運

営
体

制
の

整
備

】

・
設

立
準

備
・
運

営
委

員
会

・
ク

ラ
ブ

マ
ネ

ジ
ャ

ー
・
事

務
局

・
少

年
団

、
他

総
合

型
ク

ラ
ブ

・
中

高
年

者
の

健
康

寿
命

の
延

伸
に

関
す

る
事

業
・
地

域
住

民
や

親
子

の
交

流
を

深
め

る
機

会
を

提
供

す
る

事
業

「
生

涯
に

わ
た

る
安

全
で

効
果

的
な

ス
ポ

ー
ツ

環
境

整
備

と
実

践
」
　

・
子

ど
も

の
健

全
な

成
長

を
支

援
す

る
事

業
・
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

を
育

成
す

る
事

業
・
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
事

業

都
道

府
県

名

・
世

代
別

の
割

合

【
自

己
財

源
の

確
保

・
割

合
】

・
助

成
金

、
補

助
金

、
寄

附
金

、
協

賛
金

等
の

獲
得

・
収

益
の

確
保

・
自

治
会

・
企

業

【
財

源
の

確
保

】

【
活

動
拠

点
の

確
保

】

・
学

校
・
公

共
施

設
の

活
用

・
媒

体
・
方

法

・
対

象
者

・
ク

ラ
ブ

ハ
ウ

ス
の

確
保

・
ス

ポ
ー

ツ
活

動

【
他

団
体

等
と

の
連

携
】

・
行

政
・
教

育
機

関

・
頻

度

【
広

報
活

動
】

【
事

業
の

展
開

】

・
研

究
機

関

桃
教

ス
ポ

ー
ツ

ア
カ

デ
ミ

ー
設

立
準

備
委

員
会

・
対

象
者

・
指

導
者

【
各

種
調

査
の

実
施

】

〇
参

加
者

数
：
8
0
0
人

前
後

・
教

室
　

4
0
0
人

・
親

子
ス

ポ
ー

ツ
　

1
0
0
人

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
　

3
0
0
人

〇
事

務
局

体
制

の
検

討
・
ク

ラ
ブ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

講
習

会
へ

の
参

加
〇

準
備

委
員

会
の

開
催

（
月

１
回

）
〇

指
導

者
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
ス

タ
ッ

フ
の

募
集

・
会

員
・
参

加
者

・
他

団
体

と
の

連
携

大
阪

府
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